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は じめに

昨年度,農環研資料第 26号「日本野生植物寄生 。共生菌類目録」をもとにして,わが国の

野草でこれまでに報告された寄生・共生全菌種を web上で検索機能を付けて公開した。しか

し,こ の目録はテキス トのみで構成されており,記載されている各々の菌類の分類,形態,生

態等について理解を得るのは難しい。そこで,日 録に記載した菌類を中心に,各菌種の形態 ,

発生状況等を詳 しく記述 した画像付きのデータベースを作成 し,Webで公開する。また,当
研究室では菌類のインベントリー (財産目録)化 を推し進めており,農業環境に生息する 10

万種ともいわれる糸状菌類について,わずかずつではあるがデータを蓄積している。これらの

データを基に,一般の方が見ても興味深 く,ま た,糸状菌分類に関わる専門家にも有用な情報

を提供することを目標に,糸状菌図鑑を作成する。

日本産糸状菌類図鑑の内容および特徴

「日本産糸状菌類図鑑～植物体上」(http:〃 cse.niaes.affrcogojp/tuki/zukan.html)と して作成した。

農業環境に生息する菌類のうち,植物体上にはエンドファイト,エ ピフアィト,菌根菌などの

共生菌,病原菌,常在菌,腐生菌など様々な糸状菌類が生息する。この図鑑では,こ のうち糸

状菌 66種について,学名,分類,発生状況,無性世代ならびに有性世代の画像,病徴画像お

よび農環研所蔵標本 リス ト等 を記載 した。英語版 も作成 し (図 1),学 名の一覧表

(http:〃 CSeoniaes.affrc.gojp/tuki/eng/zukan― e.htmりから検索できる。また,こ の情報は「野生植物寄

生 。共生菌類目録」の検索結果とリンクしており,検索した菌類の一部について画像等を閲覧

できる。なお,本図鑑の著作権は農業環境技術研究所,農業環境インベントリーセンターに帰

属する。各項目の内容については以下の通 りである。

(1)糸 状菌の学名と分類

各菌種の現在最も正当と考えられる学名と,必要に応じて異名(synOnym)も 記載した。また ,

門,綱 ,日 ,科の上位分類も記述 した。

* 農業環境インベントリーセンター 微生物分類研究室 (1現農生研機構 花き研究所)

lヽicrobial systematics Laboratory, Natural Rcsourccs lnventory Centcr
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(2)発生状況と解説

発生地,発生植物および宿主範囲について記述した。植物病原菌の場合には,病徴も記述し,

植物体上に形成される繁殖体等の構造物の形態的特徴と伝搬様式についても記述した。

(3)性状 (機能 )

各菌種をその性状 (機能)か ら,葉上生息菌,植物内生菌 (エ ンドファイ ト),植物表生菌

(エ ピファイ ト)植物病原菌,腐生菌に分けて記述した。

(4)形態

各菌種の有性世代(tcleOmOrph)お よび無性世代(anamOrph)の 形態をできるだけ原記載に忠実に

記述した。有性世代は子のう殻などの色,形,大きさ等を,無性世代は胞子の色,形および栄

養胞子の色,形 ,大 きさ,表面構造,隔壁数等を記述した。
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図 1.日 本産糸状菌類図鑑 (英語版,Japallesc in」 on plants)～ P″乃S′た″ 6″θ″″のページ

(5)画像

有性世代あるいは無性世代の光学顕微鏡写真,走査型電子顕微鏡写真をベージ内のサムネイ
ル画像(15-35kb)と して掲載 した。また,病徴画像(40-150kb)も 別ページヘのリンク形式で掲載
した。なお,各画像には著作権者名を記入し,著作権は画像提供者に帰属するものとした。

(6)農環研所蔵標本

農環研微生物標本館には,1880年代か ら収集・寄贈された微生物乾燥さく葉標本を約 7000

点保管 してお り,当 該菌種の標本が存在する場合に記載した。記載内容は各標本の標本番号 ,

菌種,宿主和名,宿主学名,症状,採集地,採種年月日,採集者である。
(更新記録 )
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2002/12 糸状菌 49種をアップロード

2003/8 英語版を追加

2003/12 糸状菌 17種 を追加

「日本野生植物寄生・共生菌類目録」の追録(2)

前年度に引き続き,「 日本野生植物寄生・共生菌類目録」の追録として,2002～ 2003年 の

報告 (増田,2002;内 田ら,2002;月 星,2003)に基づき,11草種に寄生する 16菌種を記載した

(追録 2)。 これらの内容は Web版「日本野生植物寄生 。共生菌類目録」にも記載した。

問合せ先

農業環境インベントリー 微生物分類研究室 封馬誠也
電話:029-838-8355,E―mail:seya@affrc.goJp
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日本野生共生菌類目録 (追録 2)

イネ科 GRAMINEAE単 子葉植物

オヒゲシバ類 働 Jοガs spp.
オヒうだシバ aッjrgα

"swartz

C“″
“
ιαrlia sp。

[発生植物]ヒ ゲシバ属

[備考]C″ルJjjに類似する。

[文献]月 星,2003

タツノツメガヤ類 DαεクιοεたれJ“
“
spp.

タツノッメガヤ Do αιg″′j“
“
(L。 )BeauV.

(斑点症状 )

正レs`rολjι

“
″c sp.

[発生植物]タ ツノツメガヤ

[備考]E λοι
“
jjに類似する。

[文献]月 星,2003

Lsι″λjJ“
“
 ″s′
“
′
““
 (Drechs。 )Lconard &  オヒシバ類  Eιι

“
sjれ′spp。

Suggs                  オヒシバ  E jttjεα(L。 )Gaertn.

[発生植物]ヒ ゲシバ属

[文献]月 星,2003              &s′ ″んjJ“
“
rο s′″′
““
(Drechs。)Lconard&

Suggs

(斑点症状)               [発 生植物]オ ヒシバ

BJipοιαガS Sp.               [文 献]月 星,2003

[発生植物]ヒ ゲシバ属

[備考]3.sαεεんαrJに類似する。        (斑 点症状 )

[文献]月 星,2003              BJipο JαガS Sp.

[発生植物]オ ヒシバ

(褐点症状)               [備 考]ハ イキビにも発生。

C“″
“
滋rjα ッ′r″ε

“
ιοsα Tandon&Bngrami ex [文 献]月 星,2003

Ellis

[発生植物]ヒ ゲシバ属

[文献]月 星,2003              ウシノシッペイ類 ル
“
αttrjα spp。

コバノウシノシッベイ 鳳 ε
"り
″sSα (L。 ■1.)

(毛すじ症状)              R.Br.
3ZipοιαttS sp。

[発生植物]オ ヒゲシバ            (斑 点症状 )

[備考 ]B.んα″αjj′んs,sに 類 似 す る。       3″ οιαr,s“αノ Js(Nisik.&Miyake)ShOem。

[文献]月 星,2003             [発 生植物]コ バノウシノシッペイ

[文献]月 星,2003
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チガヤ類  物″″′α spp。

チガヤ  ニ リιjれグrj“ (L。)BcauV. Var。 わ
`れ

jgjj

(Retz。 )Durand&Schinz

BZipοιαrjs sp。

(斑点症状)               [発 生植物]ネ ズミノオ

BJipοJαris sp.               [備 考]Bo z`αθに類似する。

[発生植物]チ ガヤ属            [文 献]月 星,2003

[備考]Bo sαεθんαrjに類似する。

[文献]月 星,2003

キク科 COMPOSITAE (ASTERACEAE) 双

子葉植物合弁花類

キビ類 乃れjε
““
spp.

ハイキビ P.rcρ`4S L.           ヨモギ類 A能滋s,α spp.
ヨモギ A.′ rjκε″s Pamp.

(斑点症状 )

B″οJαガS Sp.                エンドウつる枯細菌病菌

[発生植物]ハ イキビ            Ps`“ aθ

“
。4αSッrjれgαι pv.′ isj(Sackett 1916)

[備考]オ ヒシバにも発生。          Young,Dye&Wilkie 1978
[文献]月 星,2003             [発 生植物]ヨ モギ

[文献]増 田,2002

(斑点症状 )

正レsιrοんjι

“
″t sp.

[発生植物]ハ イキビ             シソ科 LABIATAE双 子葉植物合弁花類
[文献]月 星,2003

オドリコソウ類 助滅
““
spp.

ホトケノ,ガ  Lo α
“
ノαjεα
“
′ιL.

チカラシバ類 ル″れ,sα
““
spp。

チカラシバ P.αJ″′ε″況ルs(L。 )Spreng。     うどんこ菌 (Powdery mildew)
(4)シんα

`″
滋ιεα ル scα (Fr。 )Blumer em.U。

(斑点症状)               Braun
3″οJarjs sp.               [発 生植物]ホ トケノザ

[発生植物]チ カラシバ属          [文 献]内 田ら,2002

[備考]Bo sαεελα万に類似する。

[文献]月 星,2003              ★本追録は 2004年 3月 現在のものである。

ネズミノオ類 シο″わοJ“S Spp。
ネズミノオ sル r′ jιjS(Steud。 )Wo Clayton
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